
  

ハワイ大学医学部訪問レポート

　こんにちは。私は福井大学医学部の6年生です（2006年5月現在）。皆さんのなかで、臨床で
の留学に少しでも興味がある方、海外では一体どんな医療や医学教育が行われているのか
に興味がある方はおられるでしょうか。

　私はその両方に興味があり、この春休み、先生方のご紹介をいただいてハワイ大学医学部
を訪問してきました。向こうでも多くの先生方にお世話になり、行ってみて初めてわかったこと
がたくさんありました。せっかくの体験なので、お世話になった先生方へのお礼の気持ちもこ
めて、興味のある皆さんに、私の見てきたハワイ大学医学部のご紹介をしたいと思います。

１．ハワイ大学医学部

２．ハワイの病院

３．ハワイの医学生

４．ハワイ大学の教育プログラム：PBLについて



  

ハワイ大学医学部のキャンパス

　ホノルル郊外の海岸沿いに見えるとても開放的なキャンパス。これがハワイ大学医学部
のキャンパスです。私が訪れた時は平日だったので、学生さんの姿もちらほら見かけられ
ました。ハワイは日系人が多いせいか、外国にいて違和感を感じなかったことがかえって
驚きでした。

　建物の中には、カフェテリア、売店、講義室の他、チュートリアル室、診断学実習室など
があります。診断学実習では大勢の模擬患者さんの協力が必要だということで、模擬患
者さんのための控え室も完備されていました。臨床スキルが重視されていることが、ここ
からもうかがえます。

　ハワイ大学医学部は、１９６５年の創設時の首相の名前にちなんで、 JABSOM (John 
A. Burns School of Medicine)という愛称で呼ばれています。 教職員数は 225 人。その
他に 1,297人の volunteer physician facultyと呼ばれる先生方がおられます。ハワイ大
学では、「学生を教えることにより自分達の勉強にもなる。」という信条のもと、多くの開業
医の先生がボランティアで学生指導にあたるという制度があって、絶えず何人もの先生が
大学に詰めておられるそうです。
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